
 

 

 ＣＳ委員住協担当 

ソフトバレーボールでは井の頭住協、チーム１０１０三中バレー部、保護者、地域部、学校がつながり、三中卒業を祝うもちつき大会では、

高山地区青少対、五地区青少対、三中生がつながり、授業研究では、中学校の先生と小学校の先生がつながり、中学校の図書委員会は小学校の

図書主任の先生と図書館司書の先生とつながりました。こうして子ども達をまんなかに温かい輪がつながって、広がって、動いていく… 

 
高山地区青少対 

 

五小チーム保護者代表 

 
井の頭住協体育部 

 
高山小チーム保護者代表  

三鷹の森の子ども達 

 
地域部部会委員  

地域部 

地域と高山小、五小保護者のながり 

今年で 3 回目の出場となり、大会でも緑のハチマキ

「三鷹の森」は圧倒的な存在感を見せています。 

今年は井の頭住民協議会（井の頭住協）主催のソフト

バレーボール交流会も開催されました。 

 

『ソフトバレーボール大会！』 

私たちの知らないところでも小・中一貫のつながり

は深まっています。たとえば、先生方は授業力向上の

ために、さまざまな研修会をしています。この度、小学

校からのラブコールに応え三中の宮城洋之副校長先

生が、五小松本匡広先生の国語科研究授業の指導・

講評をしました。題材は「ごんぎつね」。すっかり宮城

副校長先生のご指導に魅了された松本先生は「一生

『三中の宮城副校長先生が小学校の先生の

先生！』 

先生と先生のつながり     

今年のテーマは「本の動物園～本の中の動

物たち～」でした。 三中生が書いた図書紹介

カードは五小で掲示された後、高山小に運ば

れ、読書書期間中に校内に掲示されました。 

『三中の図書委員会から 

小学校にプレゼント』 

中学校と小学校のつながり   

つながって、広がって、動いていく 
 

三中もちつき委員

子どもの健全育成のために活動をしている青少対（三鷹市青少年対策委員

会）が毎年三中生の卒業祝いに「もちつき」をします。この「もちつき」の日のため

に、高山地区青少対と五地区青少対、三中もちつき委員で実行委員会を作り、打

合せを重ねました。当日は高山地区青少対のもちつき模範演技を見た後、いよ

いよ三中生が杵を持ち、餅をつきます。つきあがった餅はすぐに五地区青少対の

手によって分けられ、三中生の「味付け係」があんこ、きな粉をまぶしていきます。

今年で３０回目を迎えるだけあり、流れるような連携プレーです。 

また、例年高山地区青少対は高山小 6 年生に「竹ぼうきつくり」をおこない、 

五地区青少対は今年、五小 6年生に「落語」を卒業のお祝いに催しました。 

『三中卒業を祝うもちつき大会』 

高山地区青少対と五地区青少対と三中のつながり

広報部取材班がカメラに収めたCS活動 

 
五地区青少対実行委員長 

 
高山地区青少対実行委員長 

 五地区青少対 


